
Certify SC™

Single Chipプロトタイピング シンセシス 
ASIC/IPプロトタイピングと FPGAデバッグ・インサーション 

Single Chipプロトタイピング 
最先端の FPGAは 、 ASICと FPGAの設計者に新たな可能性と 
課題を生み出しました 。 現在では 、 ASIC設計の大部分のプロト 
タイピングが単一の FPGA上で実現可能となっています 。 それ 
にもかかわらず 、 これらの FPGAが複雑なあまり 、 デザインの 
デバッグは相変わらず困難な作業です 。 Certify SC（ Single
Chip） ソフトウェアを使えば 、 可能性を現実のものにでき 、 課 
題は克服できるのです 。 

Synplicity社の Certify®プロトタイピング・シンセシス ファミ 
リの１ つとして Certify SC ソフトウェアは 、 ASIC設計用の RTL
コードを 、 時間のかかる記述変更を行わずに FPGAにインプリ 
メントする新しい機能を装備しました 。 加えて Certify SC
ソフトウェアは 、 Xilinx®社 ChipScope™ および Altera®社 
SignalTap™との統合によってデバッグ・アクセス機能を提供し 
ます 。 Certify SC ソフトウェアは 、 Synplify Pro ® FPGAシン 
セシス・ソフトウェアのオプションとして 、 ASIC設計者に迅速 
かつ効果的な IPのプロトタイピング検証を単一デバイス上で行 
える環境を提供し 、 FPGA設計者には 、 デザインへの容易なデ 
バッグ・ロジック挿入機能を提供します 。 

Certify SCプロトタイピング・ソリューション 
• Synplicity社のコアテクノロジ BEST™、 SCOPE® を搭載 
•先進機能をドラッグ＆ドロップで簡単に実現する強力な GUI

FPGA設計者向け 
• FPGAデザインへの容易なデバッグ・ロジックの挿入 
•プローブピン共有 化 （ CPM） 機能 
• Xilinx ChipScope とのシームレスなインテグレーション 
• Altera SignalTap とのシームレスなインテグレーション 

ASIC/IP設計者向け 
•単一 FPGAを用いた ASIC/IPプロトタイピングを支援する 
業界初のツール 

• ASIC/IPブロックを迅速かつ効果的に検証 
•先進の機能で 、 RTLコードの変換作業を自動化し 、 
ASICプロトタイプ開発の工期を短縮 

•デバッグ・ロジックを簡単かつ自動で挿入 

www.synplicity.co.jp
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Certify SCの 機 能  
 回 路 内 部 の デ バ ッ グ ・ ア ク セ ス  
 Xilinx ChipScopeと の イ ン テ グ レ ー シ ョ ン  
 Altera SignalTapと の イ ン テ グ レ ー シ ョ ン  
 プ ロ ー ブ ピ ン 共 有 化 （ CPM） 機 能  
 ブ ラ ッ ク ・ ボ ッ ク ス 抽 出 機 能  
 ゲ ー テ ッ ド ・ ク ロ ッ ク の 自 動 変 換 機 能  
 

Synopsys® DesignWare® 
 自 動 イ ン ポ ー ト 機 能  
 .libフ ァ イ ル 用 自 動 コ ン バ ー タ  
 独 自 ア リ ゴ リ ズ ム  BESTに よ る  
 強 力 な シ ン セ シ ス  
 SCOPE

利　点 
 ハ ー ド ウ ェ ア ・ プ ロ ト タ イ プ の 内部 ノ ー ド に 素早 く 簡単 に ア ク セ ス が可能 

 
完全 な IPプ ロ ト タ イ ピ ン グ と デ バ ッ グ 環境 の 構築 が可能 

 
複数 プ ロ ー ブ の 設定 を 簡易 に し 、 使用 ピ ン 数 を 削減 

 ASIC設計用 RTLコ ー ド を 変更す る こ と な く FPGAベ ー ス の 設計用 に 適用  
 ASIC設計用 ゲ ー テ ッ ド ・ ク ロ ッ ク を 自 動認識 し 、 FPGA設計用 ク ロ ッ ク ・ イ ネ ー ブ ル へ  

 自 動変換す る こ と に よ り 、 プ ロ ト タ イ プ 開発工期 の 短縮 と 設計生産性 の 大幅向上 を 実現 
 一般的 な 加算器、 乗算器、 カ ウ ン タ 等 の RTLコ ー ド に 自 動 で 置 き 換 え る こ と に よ り 、  
 手作業 に よ る FPGA向 け 変換作業 は 不要 

 イ ン ス タ ン ス 化 さ れ た コ ン ポ ー ネ ン ト への 変換 と 最適化 を 自 動 に  
 数百万 ゲ ー ト 規模 の FPGAを 超高速 で コ ン パ イ ル  

 

複雑 な 合成制約 も 簡単 に 入力 が可能 
 

Certify SC GUI 
 ドラッグ＆ドロップ 

 

コンパイル/合成  
 ゲーテッド・クロック自動変換 

 Synopsys DesignWare 
 RTLモジュール自動置換 
 RTL .libのインスタンス自動置換 

 

Certify SCフロー 
 

マッピング/最適化 
 

手作業によるSingle Chip 
 プロトタイピングフロー 
 

手 作 業 に よ る プ ロ ー ブ ・ ポ イ ン ト 設 定  
 

手作業によるポスト・シンセシス 
 デバッグ・ロジック挿入 

 

コンパイル/合成 
 Synopsys DesignWare 
 ゲートモデル置換 
 .libインスタンス置換 
  

 
マッピング/最適化 
 

ゲーテッド・クロックによる 
 タイミング調整 

 
・ブラック・ボックスの抽出 
 ・ChipScope/SignalTap 挿入 
 ・プローブ・ポイントの設定 
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回路内部のデバッグ・アクセス機能 
大規模 FPGAでは 、 回路内部のデバッグ・ポイントにアクセス 
することは極めて重要です 。 この要求に応えるため 、 Certify
SCソフトウェアでは 、 素早くかつ簡単にデバッグ・ロジックを 
FPGAデザイン内に挿入可能にしました 。 また 、 Xilinx社 
ChipScopeおよび Altera社 SignalTapとのシームレスなインテ 
グレーションにより 、 Certify SC ソフトウェアでは 、 設計者が 
RTLソース・コードに修正を加えることなく 、 デバッグ・モ 
ジュールを容易かつ視覚的に RTLレベルで追加・接続すること 
が可能です 。 この結果 、 今までは不可能だった完全な IPプロト 
タイピングとデバッグ・ソリューションが実現しました 。 

プローブピン共有 化 （ CPM） 機能 
I/O数に制限のある設計ではピンの使用を抑制する必要があり 
ます 。 このような時には Certify SC ソフトウェアの 、 プローブ 
ピン共有 化 （ CPM） 機能が有効です 。 CPMによって I/Oピンの 
数を抑えながら複数のプローブを簡単に設定することが可能 
です 。 

ゲーテッド・クロックの自動変換機能 
設計生産性と性能を向上し 、 クロック・スキューを除去するた 
めに 、 Certify SCソフトウェアはゲーテッド・クロック自動変 
換機能を備えており 、 ASIC設計で一般的に使われるゲーテッ 
ド・クロックを認識し 、 FPGA設計に適したクロック・イネー 
ブルに自動的に変換します 。 

ブラック・ボックス抽出機能 
設計者が ASIC設計用の RTLコードに立ち戻って変更する必要 
性をなくしました 。 Certify SCソフトウェアのブラック・ボッ 
クス抽出機能により 、 設計者は 、 IPブロック 、 メモリ・ブロッ 
クおよびその他のロジックをブラック・ボックスとして扱うこ 
とができます 。 Certify SCソフトウェアでは 、 一度その設定を 
行えば 、 後は自動的に IPブロックとの接続を行います 。 

RTLへの自動変換機能 
非 RTLモジュールを単一の FPGA上に簡単に 、 かつ自動的に 
変換するために 、 Certify SCソフトウェアには Synopsys社 
DesignWareインポート機能が装備され 、 Synopsys社 
DesignWareブロックを自動認識して予め用意した等価な RTL
コードに置き換えます 。 さらに 、 Certify SCソフトウェアでは 、 
自動的に .libフォーマット・ファイルを読み取り 、 RTLに変換す 
る RTLコンバータを備え 、 ファイルを手作業で入力する手間を 
省きました 。 


